
5 9,114 9,588 10,548 10,548 279.0

05030100 安全安心な学校給食の提供と食育の推進
幸

家族一緒に食事をする回数（１週間）
2

10.5 11 11.5 12 12 Ｄ
福 回 10.12

9.51 10.17 10.64 8.37 8.37 △93.1

政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｆ 最終更新日：令和 元年 6月21日 1頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針評価書

０５ 一人一人が学ぶよろこびを実感できるまちを目指します
０３ 学校給食の充実

学校給食センター長  久保　雪子

１．基本施策の平成30年度までの実現状況を明らかにする

学校給食に安全で新鮮な地場産品の活用や給食センターの施設設備等の計画的な改修整備を行うことにより、児童・生徒に

安全安心な学校給食を提供します。

また、児童・生徒が将来にわたって健康に生活していくため、望ましい食習慣を理解し実践できるよう、学校と連携し食の

指導の充実に努めます。

滝沢中央小学校の開校に向けて、給食提供にかかる環境整備を計画的に進めてまいります。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成30年度

暮 学校給食食材生産供給組合からの年間納入量

1 ら 9,800 9,800 9,800 9,900 9,900 Ａ
㎏ 9,538

し 9,805 9,114 9,588 10,548 10,548 279.0

幸 家族一緒に食事をする回数（１週間）

2 10.5 11 11.5 12 12 Ｄ
回 10.12

福 9.51 10.17 10.64 8.37 8.37 △93.1

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成30年度

05030100 安全安心な学校給食の提供と食育の推進
暮

学校給食食材生産供給組合からの年間納入量
1 ら

9,800 9,800 9,800 9,900 9,900 Ａ
し ㎏ 9,538

9,80



り

の提供

・給食センター

組

施設設備等の計画的な

み

改修整備

・気候変化に

と

対応した地場農産物の

方

受入と受入量の安定確

針

保

についての達成（実現）状況

(１) 基本施策の実現に影響する社会環境変化

(２) 政策との関連性から基本施策の見直し

４．基本施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする

様式Ｆ 最終更新日：令和 元年 6月21日 2頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針評価書

０５ 一人一人が学ぶよろこびを実感できるまちを目指します
０３ 学校給食の充実

学校給食センター長  久保　雪子

２．基本施策の実現に向けての平成30年度までの取り組み状況を分析する

Ａ 達成した

・安全安心な学校給食を提供するため、地場農産物の使用を推進しました。

・学校給食を安全かつ確実に提供するため、計画的に施設整備の修理修繕を実施しました。

・給食への関心や食べることへの意欲をもたせることを目的に「希望献立」を

政

実施しました。

・正し

 

い食習慣を理解するこ

 

とを目的に「食に関す

 

る指導」を実施しまし

 

た。

・滝沢市立中央小

策

学校の開校に向けて必

:

要な環境整備を完了し

基

ました。

(２) 基本

本

施策内の取り組みと方

施

針のうち、平成30年

策

度の重点課題の達成（

:

実現）状況
Ａ 達成した

主

【重点課題】

・滝沢市

管

学校給食食材生産組合

課

からの地場農産物受入

長

、食に関する指導実施

職

、給食費収納率向上

【

・

重点課題に対応した達

氏

成状況】

・地場農産物

名

受入については、組合

関

と調整により納入量が

係

増加しました。（H2

課

9:9,588㎏、H

長

30:10,548㎏

職

）

・食に関する指導に

・

ついては、14校、1

氏

40クラスで指導を行

名

いました。

・給食費の

(

現年分収納率について

１

は、99％を超える収

)

納率を達成しました。

 

３．基本施策の実現に

基

向けての平成30年度

本

実施後での変化を認識

施

する

Ｂ 社会環境変化あ

策

り

・食物アレルギーの

目

種類の多様化への対応

標

・塩分摂取量など学校

の

給食摂取基準改正への

達

対応

Ａ 必要なし

政策達

成

成のため、引き続き同

（

一内容の基本施策の実

実

施が必須であるため、

現

見直しの必要はありま

）

せん。

(１) 令和 

に

2年度方針策定に際し

向

、今後の方向性や引継

け

課題
Ｂ 課題あり

【今後

た

の方向性】

徹底した安

計

全衛生管理のもと、引

画

き続き安全安心な学校

期

給食の提供と食育の推

間

進に関する取組みを進

内

めます。

【引継課題】

の

・調理等業務の委託継

取

続による安定した給食



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(２)所管施策別事業実績表

No 施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)

様式Ｆ 最終更新日：令和 元年 6月21日 3頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針評価書

０５ 一人一人が学ぶよろこびを実感できるまちを目指します
０３ 学校給食の充実

学校給食センター長  久保　雪子

05030100  安全安心な学校給食の提供と食育の推進

420,529 418,297 △0.5


